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△▼△▼△　せん妄、転倒・転落　△▼△▼△

せん妄、転倒·転落について、以下のことをご理解いただきますようお願いいたします。

　当院では上記のような対策をとりながら、 「転倒·転落」の予防に細心の注意を払ってお

ります。しかし、事故を予防できない場合があることをご理解いただきますようお願い申し

あげます。

ご心配なことがありましたら、ご遠慮なく医師や看護師にご相談ください。

　「せん妄」

　入院という環境の変化に順応できず、 気分の変調をきたし、 幻聴、 幻覚、 錯覚や

異常行動を起こすことを 「せん妄」 といいます。  「せん妄」 状態では、 急に興奮し

て辻褄の合わない事を言ったり、 動き回ったりすることもあります。

　一般的に、  「せん妄」 は一時的なものと考えられていますが、 回復に時間を要す

ることもあります。

　「転倒·転落」

　　病気や怪我による体力や運動機能の低下とともに、上記の「せん妄」が加わって、

　転んでしまったり、ベッドから落ちてしまったりする等の事故が起こることが

　少なくありません。特に高齢の方は、結果として骨折などの深刻な事態を招く

　恐れがあります

　対　　策

　過去の入院や、 ご家庭で上記の「せん妄」のような症状が出たことがある患者

さんは、入院時に病棟スタッフにお知らせください。 また、ご家族が、 入院中の

患者さんの様子がいつもと違うとお気づきになった場合もすぐにご連絡ください。

スタッフがより早く対応することができます。 治療を行う上で、 危険と判断した

場合には、 安全のために患者さん、 ご家族の同意を得た上で、 行動制限や身体抑

制などの用具を使用させていただくこともあります。

　安全性を高めるためには、ご家族のご協力が欠かせません。患者さんの精神的

な安定のため、 ご家族の希望を確認のうえ、付添い等の相談をさせていただくこ

とがあります。

もう

11

医療安全に関するお願い

患者さんは医療チームの重要なメンバーです。

安全に医療を受けていただくために積極的なご協力をお願いいたしております。

気になることがありましたら、遠慮なくおたずねください。

あらかじめ質問内容をメモしておくことをお勧めします。

お名前の確認が、安全に医療を受けていただくための最初の一歩です。

　・ 安全確認のため入院されている患者さんに氏名を印刷した「リストバンド」を

　   装着していただいています。

　・ 採血、レントゲン、点滴、輸血、手術などを実施する際、リストバンドによる 

　   本人確認をスタッフと一緒に行ってください。

　・ 診療、処置、検査のたびに、患者さんのお名前をお聞きしますのでお答えく

　   ださい。

　・ リストバンドによる患者確認は睡眠中も実施することがあります。

　・ お薬のお名前、点滴ボトルのお名前、 書類のお名前などをご確認ください。

1　ご自分のお名前を医療スタッフ(医師·看護師など)にお伝えください。

入院中は滑りにくい履き物 ( 靴 ) をご用意ください。歩行が不安定な場合には、

医療スタッフと 一緒に歩きましょう。転倒 ·転落防止のため、安全用具の使用に

ついて、患者さんやご家族にご相談、ご協力をお願いすることがあります。

2　滑りにくい履き物 (靴) をご用意ください。

治療に関するご意見やご希望をお話しください。手術、検査、輸血、治療の際は、

医師とよく話し合い、説明内容を確認しましょう。「説明 ·同意書」は、内容を

よくお読みいただき、納得した上で署名しましょう。

3　治療内容について医師と話し合いをお願いします。

院内感染を防ぐためには、手洗いや手指消毒が重要です。 患者さん、ご家族、ご面会

の方にも手洗いや手指消毒の励行をお願いいたします。マスクの着用をお願いする

場合もありますのでご協力をお願いいたします。

4　院内感染防止にご協力をお願いします。
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ご心配なことやご質問について

◆各種相談窓口

・  入院された患者さんやご家族が安心して入院生活をおくることができるよう、さまざまな

　相談窓口を設置しています。  医師・看護師・ソーシャルワーカー・臨床心理士・薬剤師・

　栄養士などの専門スタッフが対応いたしますので、どうぞお気軽に声をおかけください。

　ご希望の方は病棟スタッフまたは、1階正面玄関の総合案内にある総合相談窓口までお申

　し出ください。

　　　　 ○相談受付時間　月曜日〜金曜日 (祝日・年末年始除く)　8:30〜17:15

◆意見箱 「声」

・  当院をご利用される方のご意見を頂くため、各病棟および1階　中央待合ホールに、意見

　箱 「声」 を設置しております。お気づきの点などありましたらご活用ください。

 ・ その他ご不明な点につきましては、医事課医事係 (055-924-5100) にお問合せください。
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